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家庭科教員の苦手意識や騒音計など教具の少なさから, 中学校家庭科住生活領域における授業の実施率は低いものと なっ
ている. そこで今後導入が期待できるタブレット端末に着目し, 騒音計アプリ を用いた住生活領域の授業を提案する. 騒
音計アプリを用いたグループでの実験的活動を取り入れた 「快適な住まい方」 の学習指導案とワークシート を開発し, 家
庭科教育法を履修している大学生を対象に授業実践を試みた. 授業中のワークシートの記述や授業前後のアンケート調査
を分析した結果, タブレット端末の騒音計アプリは騒音の大きさが視覚化 ・ 数値化されるためわかりやすく, かつ楽しく
学習できるとの意見が多く見られ, 今後の実践可能性が示唆された. 
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1 . 研究の背景と目的
1 .1 . 住生活領域の学習指導の課題
中学校技術 ・ 家庭家庭分野(以下, 中学校家庭科とす
る) では, 「A家族 ・ 家庭と子どもの成長」, 「B食生活
と自立」, 「C衣生活・ 住生活と自立」, 「D身近な消費生
活と環境」 の4 つの内容を指導するよう示されている
(文部科学省2008) . 小川ら (2014) の調査によると, 
「C衣生活 ・ 住生活と自立」 における住生活分野の実施
率は他分野に比べて低く, また, 住生活分野にあてられ
る学習時間は少ないことが明らかとなった. この原因の
一つとして, 多くの家庭科教員が住生活分野を苦手とし
ていること, 苦手としている理由は 「実際に手にとって
みられないため, 概念的 , 抽象的になりやすいため」
「適当な教材が少ないため」 「専門的に学んでこなかった
ため, 知識が不足しているため」 であるといわれている
(石井ほか2014) . 速水・ 関川(2000) も教材が不足して
いることを指摘している.
住生活分野の中でも 「健康で快適に住まう」 の採光・ 
照明, 騒音, 温度 ・ 湿度に関する実践状況は他の項目に
比べて低い (小川他2014) . そこで, 石井ら (2014) は, 
専門的知識を有する者によるサポートとして照度計, 温
湿度計, 騒音計を用いた授業実践を提案し, 中学校家庭
科教員でも実施可能であることを示した. しかし, 温湿
度計の所有率が約 6 割, 照度計の所有率が約 5 割に対し, 
騒音計の所有率は約 3 割とどまっており (石井他2014) , 
騒音計を用いた授業は現実的には難しいことが予想され
る. こう した現状を踏まえて, 豊増ら (2007, 2011) , 
岡ら (2007) の研究では, 騒音計を使用しない 「騒音と
防音」 の指導計画を立案し, 大学生や中学生への実践を
通して一定の効果があることを示している. 2015年検定
済みの束京書籍の中学校家庭科教科書 (佐藤ほか2015) 
でも, 音の聞こえ方調べにおいて騒音計を使わない方法
が絵で示されている. しかし開隆堂および教育図書が発
行する中学校家庭科教科書 (大竹ほか2016, 汐見ほか
2016) では, 騒音計を活用して音を測定する調べ活動が
例示されており, また豊増ら (2007) の研究でも騒音計
の活用を希望する学生がいることからも, 騒音計を活用
する方が望ましいといえる. 
1.2. タブレッ ト端末の普及と騒音計アプリ活用の可能性
近年, 学校では教育の情報化が進んでいる. 2011年に
文部科学省より 「教育の情報化ビジョ ン」 が示された. 
そこでは, 学びの場における情報通信技術として, 情報
端末, すなわちタブレット端末の導入 ・ 活用が例示 ・ 推
進されている. さらに, 2013年に閣議決定された第2 期
教育振興基本計画を踏まえて, 2014年には文部科学省よ
り 「教育のIT化に向けた環境整備4 か年計画パンフレッ
ト」 が出され, 設置場所を限定しないコンピュータ, す
なわちタブレット端末を40台導入することがICT環境
整備目標と して示された. 総務省のフユー チヤー スクー 
ル事業, 文部科学省の学びのイノベーショ ン事業以降, 
小中学校にタブレット端末を導入する地方自治体も増え
ており, 2015年 3 月現在, 教育用コンピュータのうちタ
ブレット型コンピュータが占める台数は、 前年度の7 万
2678台から15万6356台へと、2 倍以上に増加した (文部
科学省2015) . 次の学習指導要領改訂を見据え, 学習者
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用デジタル教科書の導入が検討されており, タブレット
端末の導入は一層進むと考えられる.
タブレット端末では, カメ ラやメ ール, ブラウザといっ
た一般的なツー ルアプリの外に, タブレッ ト端末の光セ
ンサーやマイク機能を利用した照度計や騒音計などの専
門的なアプリも使用できる. 有料のものもあるが, 無料
のアプリも多く出回っており, 手持ちのタブレット端末
にイ ンストールすれば容易に照度や騒音が測定できる. 
騒音計を単体で購入すると数千円以上するため, 予算の
関係で購入できない学校であっても, もともとあるタブ
レッ ト端末に無料のアプリ をイ ンスト ールするのであれ
ば, 予算を気にすることなく, 照度や騒音の測定ができ
る. また学校や教育委員会でのタブレット購入が難しい
場合でも, 教員が所有するスマー トフオンを活用できる. 
総務省 (2014) の調査によると, 平成25年度末の 「携帯
電話 ・ PHS」 の世帯普及率は94.8%で, その内 「スマー 
トフオン」 は62.6%, 20歳代で94.5%, 30歳代で92.4% 
と90%を超え, 40歳代, 50歳代も70%を超えている. ス
マー ト フオンにも照度計や騒音計アプリなどをイ ンストー
ルすることは可能であるため, 騒音計アプリを活用でき
る可能性は大きい. 
1.3. 目的
以上の住生活学習の問題とタブレット端末の普及を踏
まえ, タブレット端末の騒音計アプリを活用した住生活
分野の授業を提案し, 家庭科教育法を履修している大学
生を対象に授業を試行し, 中学校での実践可能性を検討
することを本研究の目的とする. 
2 . 方法
2.1 . 騒音計アプリの選定
10SおよびAndroidのタブレット端末, スマー ト フオ
ンでも使えるよう, App Store でもGoogle Play でも入
手可能で, 無料の騒音計アプリを収集する. 測定値や機
能, デザイ ン等から精選し, 1 種類を選定する. 
2.2. 授業案・ ワークシートの開発
中学校家庭科教科書 (大竹他2016, 佐藤他2016, 汐見
他2016) , 豊増ら (2008) や石井ら (2014) の騒音計を
用いた授業計画等を参考に, 中学校家庭科教員である第
2 , 第 3 著者と共に, 学習指導案及びワークシート等を
開発する. 
2.3. 大学生への試行実践と評価
H大学で家庭科免許取得を目指し家庭科教育法を履修
している大学生12名を対象に, 開発した学習指導案に基
づいて授業を実施する. 授業中に受講生が記述したワー
クシート及び事前事後に行ったアンケート調査で, 授業
の効果等を評価する. 
3 . 結果と考察
3.1 . 騒音計アプリの選定結果
App Store およびGoogle Play ともに入手可能で, 無
料の騒音計アプリを3 種類入手した (表 1 ) .
3 種類の騒音計アプリを同じ環境で起動し, それぞれ
の測定値を計測した結果, No 3 の 「ベストサウンドメー
ター」(図 3 ) は, マイクに声を当てないと測定できな
いこ とが判明したため除外するこ と と した. No. 1 の
「騒音Checker」 (図 1 ) は現在値がアナログおよびデジ
タルで測定できるが, 変動が激しい為, 瞬間的な騒音の
計測が難しい. No 2 の 「Decibel 10 一プロ騒音計」(図
2 ) は, 「平均値」 「ピーク値」 「最大値」 が表示される. 
No. 1 同様平均値は変動が激しいため, 瞬間的な記録は
難しいが, 変動がグラフで表示されるとともに, 「ピー
ク値」 「最大値」 は比較的安定しており, 記録しやすい. 
検討の結果, 今回の実践では, No 2 の 「Decibe1 10 - 
表 1 入手した無料の騒音計アプリ
NO. アプリ名 アイ コン表示名 制作者 
1 騒音Checker 騒音Checker YOTSUBA KANTEI 
2 Decibel 10 一プロ騒音計 Decibel 10 Sky Paw Co. Ltd 
3 べストサウンドメーター Sound Meter NETIGEN Kluzowicz sp j. 
図1 「騒音Checker」(注' ) 図2 「Decibel 10thープロ騒音計」(注2) 図 3 「ペス トサウン ドメ ーター」(注3 
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プロ騒音計」 を使用することとした
3.2. 授業案等の開発
先行研究を踏まえ1 時間 (50分) の授業を開発した. 
学習指導案の詳細は資料 1 , ワークシートの詳細は資料
2 に示す通りである. 授業の目標は, 騒音の性質や防音
の考え方を理解し, 自分だけでなく他者にとっても快適
な生活をするための防音の工夫を考えることと した.
授業の導入では, 事前に録音しておいた教室の騒音
(85dB) を聞かせ, 騒音のう るささと防音の必要性を実
感させる. 理科では, 音の高低をヘルツ (Hz) , 大きさ
が振幅であると学習するが, 家庭科では騒音の大きさを
デシベル (dB) で表すこと を教えた後, ワークシート
の図と照らし合わせると, 導入で聞いた85dB の音声は
「う るさい」 から 「極めてう るさい」 の間に位置するこ
とを確認する.
展開 1 では, タブレット端末や騒音計アプリ 「Decibel 
10'h- プロ騒音計」 の使い方の習得を兼ねて, ①自分た
ちが普通に会話をしている時の音の大きさ, ②小声で会
話している時の音の大きさ, ③大声で会話している時の
音の大きさを測定させる. 一人では操作が不安な受講生
でも安心できるよう, タブレット端末を複数人で1 台使
用させる. 測定にあたって変動が激しく読み取りにくい
平均値ではなく, 最大値を記録させる.
展開 2 では, 条件を変えることで騒音の大きさが変わ
ることを, 実験を通して理解させる. まず, 中学 1 年理
科で 「音は空気や固体を振動させて伝わる」 と学習した
ことを思い出させ, 人の声のよう に空気を伝わっている
「空気音」, 足音が床に響く 「固体音」 があることを教え
る. 空気音であるA 「生徒の声」, 固体音であるB 「物
を落とす音」, C 「椅子を引きずる音」 を実験用音源と
し, Aはドアを閉める 「遮音」, Bは振動を吸収するマッ
ト を用いる 「吸音」, Cはそもそも音を出さないよう に
する 「エチケッ ト ・ マナー」, といった方法で音を小さ
く できることを実験的に確認させる. 用語としては出て
きていないが, いずれも中学校家庭科教科書で防音の工
夫として取り上げられている方法である. 別実験の音が
影響しないよう, 実験ごとに部屋を用意し, 部屋を回ら
せる. 実験は 4 人 1 グループで行わせ, 役割分担 (測定
係, 記録係, 操作係) をして, 1 実験 5分程度で終了す
るよう指示をする. 全実験終了後, 全員の結果を模造紙
に書いて共有する. それぞれ 「遮音」, 「吸音」, 「エチケッ
ト ・ マナー」 で音が小さく なるというまとめをした上で, 
今回行った方法以外にどのよう な方法があるか受講生か
ら意見を聞き, 具体的な工夫のバリエーションを増やす.
表2 
71 
展開 3 では, 統計資料を用いて, 生活騒音は特殊なも
のではなく自分も出しているかもしれないこと, 自分が
快適に思っている音でも他人には不快になることもある
ことに気付かせる. さらに, 騒音がきっかけで起こった
殺人事件の新聞記事を紹介し, 場合によっては事件にま
で発展することを知らせ, 聞き手の状況や気持ちで聞こ
え方が変わることを理解させる. これらを理解した上で, 
自分は生活騒音を出していないか振り返らせ, どうすれ
ば音を出さないようにしたり, 減らしたりできるか具体
的な工夫を考えさせる. まず各自でワークシートに書か
せた上で, 時間の許す限り, 多くの意見を発表により共
有する.
まとめでは, これまでの学習の要点を黒板にまとめ, 
ワークシートに本時の感想を書かせる. 
3.3. 大学生への試行実践と評価
2016年 5 月, H大学で家庭科免許取得を目指し家庭科
教育法を履修している大学生12名を対象に, 開発した授
業を実施した. 中学校での授業実践を想定して50分で授
業を行った. 授業者は第1著者である. 授業中にワーク
シートに記入させるとともに, 授業の前後にアンケート
調査を行った.
事前アンケート調査の結果, 受講生12名中, 騒音計を
使った授業経験者は中学校家庭科で1 名, 高等学校家庭
科で 1 名のみであった. つまり, ほとんどの受講生が
騒音計を活用したことがなかった.
実験的活動では, 4 人 1 グループを構成し, 3 グルー
プにわかれて騒音計アプリで測定を行った. 各班の実験
結果は表 2 の通りである. すべて測定結果は理論通りと
なり, ドアを閉める, マットを敷く, 椅子を持ち上げる
という工夫で防音できることを受講生は実感とともに理
解したよう である.
ワークシートに書かれた授業の感想を4 つのカテゴリ
にまとめた (表 3 ) . カテゴリはいずれも授業目標に関
する項目である. すべての項目を満たす記述をした受講
生はいなかったが, 少なく とも1 項目以上は記述してい
た. このことから, 本授業実践により 「騒音の性質や防
音の考え方を理解し, 自分だけでなく他者にとっても快
適な生活をするための防音の工夫を考える」 という目標
が達成できる可能性が示唆された.
事前アンケート調査で, 騒音の大きさの単位 (デシベ
ル) について尋ねたところ, ヘルツ (Hz) と誤回答し
た者が2 名で, 後は未記入であった. 事後アンケート調
査で, 同じことを尋ねたところ, 12名中11名が正しく デ
シベル (dB) と記入できていた. 1 名は記入忘れであっ
実験結果
A生徒の声 B物を落とす音 C椅子 
条件 ドアを開ける ドアを閉める 机の上 机上にマッ ト 引きずる 持ち上げる 
1班 83 dB 74 dB 87 dB 77 dB 85 dB 68 dB 
2班 76 dB 71 dB 94 dB 82 dB 70 dB 67 dB 
3班 82 dB 72 dB 91 dB 70 dB 87 dB 59 dB 
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表 3 ワークシートに書かれた授業の感想 ( N = 12) 
カテゴリ 例 人数 
他者への配慮 ・ 他人を思いやる気持ちが大切だなと思った 
・ 周囲の人への視点が大切だと知つた 6名 
防音の工夫 ・窓や ドアを閉めたり, 防音マッ トを敷いたりするなど, 物を使ってできるこ 
と もある 
・ 騒音を防ぐには, 遮音, 吸音, マナー・ エチケッ トの3 つがあると知つた 
6名 
自分が騒音を出しているか 
もしれないことの気づき 
・ 自分が何気なく行動しているときに出る音に不快を感じる人もいるんだなと 
改めて思った 
・ 僕が周囲の騒音に対して嫌だと思うことは, 自分に対して思われていること 
でもある 
4名 
今後の生活への意欲 ・ 態度 ・今後の生活の中で快適に住めるように, 音についても考えてみよう と思いま 
した 
・ 生活を改めないといけないな, と感じた 
3名 
表 4 防音の工夫 ( N = 12) ( ) は人数, 〔 〕 内はより具体的な記述
事前 事後 
交通音 ・ ドアをしめる(1) 
・ 窓を閉める(12) 〔二重窓 (1) , 防音ガラス (1) , 
段ボールを貼る (1) , 防音材を貼る (1)〕 
・ カーテンを閉める(8) 〔防音カーテン(1)〕 
・ 雨戸を閉める(1) , ・ 耳栓をする(1) , ・ じゆうた 
んをしく (1) , ・ テレビをつける(2) , ・ 音楽を流す 
(1) , ・壁に防音材をはる(1) 
・ ドアを閉める(3) 
・ 窓を閉める(12) 〔二重窓 (7) , 重い ・ 厚いガラス
(7) , 防音ガラス (1)〕 
・ カーテンを閉める(12) 
・ 壁をつく る, 壁を厚くする(5) 
・ 防音マッ トやボー ドを設置(2) 
・ 耳栓をする(1) 
足音 ・ じゆうたん ・ マ ッ ト ・ カーペッ ト をひく (12) 
〔厚めのじゆうたん(1)〕 
・ 静かに歩く (11) 
・ スリ ッパをはく (6) 〔柔らかい, ク ツシヨン性のあ 
るスリ ッパ(2)〕 
・ 靴下をはく (2) , ・ スリ ッパをはかない(2) 
・ ドアを閉める(1) 
・ じゆうたん・ マ ッ ト ・ カーベツト をひく (12) 
〔防音・ 吸音のもの(10)〕 
・ 静かに歩く (9) 
・ スリ ッパをはく (5) 〔吸音されるようなスリ ッパ
(1)〕 
・ 靴下をはく (1) 
・ ドアを閉める(1) 
話声 ・小さい声で話す (12) 
・ 相手の方を向いて話す, 近くで話す(5) 
・ 耳をふさ ぐ, 耳栓を付ける (1) , ・ 低い声にする 
(1) , ・ 筆談にする(1) , ・ すみの方で話す(1) , ・ 
ホームで話す (1) 
・ イヤホンをする(3) 
・小さい声で話す (12) 
・ 相手の方に向いて話す. 近くで話す(2) 
・ できるだけしやべらない(7) 
・ 耳栓をする(1) , ・ 低い音にする(1) , ・ 筆談にす 
る (1) , ・ 周りの状況をみる(2) 
・ イヤホンをする(1) 
た. よってほぼ全員が, 単位については理解できたとい
える.
次に, 防音の工夫について受講生が記述した内容を表
4 のよう にまとめた.
交通音については, 事前事後ともに全員が 「窓を閉め
る」 と記述していた. 事前は単に 「窓を閉める」 が多かっ
たが, 事後には 「二重窓」 「厚い ・ 重いガラス」 といつ
たより具体的な記述が増えていた. 次に 「カーテンを閉
める」 が多く見られた. 事前 8 名だったものが, 事後は
12名全員が記述していた. 窓の具体例もカーテンも実験
後, 授業者からの問いかけで受講生から出てきた意見で
ある. カーテンについては素材や隙間の有無などにより
効果は大きく変化するが, 今回の授業ではそこまで伝え
られなかったため, 窓のよう に具体的な記述と しては表
れなかった. 今後は , カーテンの素材や閉め方について
解説をするか, 実際にカーテンの実験を加えるなどの改
善が必要だろう. また 「壁をつく る, 壁を厚くする」 と
いった意見も受講生から出てきた. 壁をつく るなど構造
に関する工夫は確かにあるが, 中学生にもできる工夫を
超えている. 「中学生でもできる工夫」 と限定するなど
の必要があるだろう. なお, 実際に授業で実験として取
り上げた 「 ドアを閉める」 という記述は, 事前だけでな
く事後も少なかった. この点については原因が不明であ
り, 今後の解明が必要である.
足音については, 事前も事後も全員が 「じゆう たん・ 
マット ・ カーペット をひく」 と記述していた. 事後には
「防音 ・ 吸音のもの」 と具体的な記述が増えた. これは
コルクマットを使った実験後に, それが防音マットであっ
たことを教員が解説したためだと考えられる. また受講
生から 「吸音ボード」 という発言が出て, それを板書し
たことも要因であると考えられる. 「静かに歩く」 も事
前の段階から多く記述されていた. また, 事前事後共に
「スリ ッパをはく」 という記述が一定数みられた. スリ ッ
パについては, ソールが固いものについては騒音のもと
になりかねないので, どのよう なスリ ッパが適切なのか
の解説, あるいは新たに実験を加えるなどの工夫が必要
だろう.
話声については, 事前も事後も全員が 「小さい声で話
す」 と記述した. 事後には 「できるだけしやべらない」
という記述も増えた. これも実験後に受講生の発言から
板書したことであった.
事前事後アンケートの記述から, 大学生である受講生
タブレット端末の騒音計アプリを用いた中学校家庭科 「快適な住まい方」 授業の提案
は授業前にある程度防音の工夫について理解していたた
め工夫創造に関して大きな向上は確認できなかったが, 
具体的な深まりが部分的に確認できた. これは実験後の
結果のまとめに影響を受けていることが示唆された. 今
回, 展開 2 で工夫のバリエーショ ンを広げたり深めたり
する場面では, 受講生からの意見聴取を行ったが, 実際
の中学生の場合は工夫に関する知識が乏しいことから, 
中学校で実施する場合は, 生徒から意見聴取をするので
はなく, 授業者が知つておいてほしい工夫を教えてから, 
展開 3 で考えさせるほうが効果的であると考えられる.
最後に, 事後アンケート調査で, 騒音計アプリを使っ
た活動について自由記述で尋ねたところ, 「楽しかった ・ 
面白かった」 などポジティ ブな感情を記述した者が8 名, 
「視覚化 ・ 数値化されるのでわかりやすい」 と記述した
者が 7 名と過半数を超えていた. 「タブレット端末で遊
んだり しないよう使用上の注意が必要である」 と記述し
た者が2 名いたが, 騒音計アプリの活用自体を否定する
記述はなかった. 以上のことから, 騒音計アプリを使用
した活動は, 視覚化 ・ 数値化でわかりやすく させ, かつ
楽しく学習できることが示唆された. 
4 . まとめと今後の課題
家庭科教育法を受講する大学生を対象に, 騒音計アプ
リを使った住生活の授業を試行した. ワークシートや事
前事後調査の結果, 騒音計アプリで音の大きさが視覚化 ・ 
数値化されるためわかりやすく, かつ楽しく学習できる
ことがわかった. ただし, 今回の授業対象者は大学生で
あるため, タブレット端末の使用に関して注意しなく て
も適切に使用していたが, 中学生の場合指示したアプリ
以外を起動させないよう注意が必要になるかもしれない. 
今回提案した授業案が実際の中学校で実践可能であり効
果的であるかどうか実証することが今後の課題である.
また, 今回はグループ学習できる台数のタブレット端
末を確保できた. 学校現場にタブレット端末が普及し始
めているとはいえ, 自治体により導入の程度はさまざま
である. また導入されていても自由にアプリをイ ンストー
ルできない場合もある. その場合, 教員が個人で所有す
るスマー ト フオン1 台で効果的に授業を行う方法を検討
することも今後の課題である. 
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中学校2 年家庭科学習指導案
「誰もが快適に住まうために ~ 騒音と防音の工夫を考えよう~」
0 題材について
快通な住まい方の学習と して, 小学校家庭科では是さ ・ 寒さ, 通風・ 換気, 採光について学習してきている. 
中学校家庭科ではさらに快通な住まい方の学習と して, 室内の空気調整や音と生活とのかかわりについて学習す
ること とな、二>ている. 本時では, 快通な生活に及ぼす音の影響と して 「音」 について取り上げる. 音を出さない
で生精することは難しいが, 大きすぎる音は不快感を与え健康に影響を及ぼすこ ともあることや, 自分にと、っ・て
は快通な音環境であっても他人は購音であると感じる場合があること を理解し, お互いに恩いやり を持って行動
し, 誰もが'快通な音環境で生摘できるよ うにすることが大切であることを学. 自分や家庭内だけでなく, 近隣
の人々や地域にまで視野を広げることのできる教材である.
中学 1 年理科 「身の回りの現象」 において, 音は空気や個体を振動させて伝わるこ と等については学習してい
る. 指導に当た、, ては理科におけ る既習知識と も関連させる. 授業の導入では, 教室の騒音を開かせ, 騒音のう
るささと防音の必要性を実感させる. さらに条件を変え ること で音の大き さが変わること 実験して理解さ
せる. 実験的活動にあたっては, タ ブレ ット端末の騒音計アプリ を使用して計測させる. さ らに, 統計資料を用
いて自分も生活騒音を出してい るかもしれないこ と, 新聞記事を用いて場合によ、二>ては事件にまで発展することを
知らせ, ど うすれば誰もが快通な音環境で生活でき るか考えさせたい.
0 授業の目標
・ l護音の性質や防音の考え方を理解し, 防音の具体的な方法を考え, 自分だけでなく 他者にと っても快通な生活
を しよ うとす る.
0 評価規準 (観点 ) [評価資料 ]
・ l護音の性質に関する知識と防音の方法を理解している(知識 ・ 理解) [事前事後テスト]
・ 自分が出している生活l護音に気づき, 習得した知識を活用して防音の工夫を考え るこ とができ る (工夫創造) 
[ワーク シート3 ]
・ こ れから體音・ 防音を意識した生活をしよ うとしてい る(関心・ 意欲 ・ 態度) [ワーク シート4 ] 
授業の流れ(50分 ) 
学習活動 教師の支援 - 留意点 教具, 教材 
導 
入 
分 
0 事前に録音した教室の騒音を聞 
き, l證音があると快通に生活できな 
いことに気付く. 
0 音の大きさを数値 (デシベルdB) 
で表すことを知り, 大きくなるほど 
うるさく 感じることを知る. 
・元の騒音と同じ大きさになるよう調整しておく 
・ この音を快通と恩うかどうか尋ねる. 
・ 日常生活の中の音の大きさを数値(デシベルdB) で 
確認する. 1 年理科 「身の回りの現象」 で振幅数(へ 
ルツHz) が多く なると高い音となり, 振幅が大きいほ 
ど大きい音となることを学習済み. 
・ 本時のめあてを貼り, 確認する. 
・音源 
・ ワークシート(WS ) 
図 1 
快適に住まうために ~ l證音と防音の工夫を考えよう~ 
展 
開 
1 
i、 
0 
分 、一 
0 騒音計アプリの使い方を理解す 
る. 
0 教室内のいく つかの場面での音の 
大きさ (最大値) をタブレット端末 
のアプリで計測する. 
・ lll量音計アプリを使うことを伝え, アブリの使い方を 
説明する. 
・ 近隣のクラスの授業の げにならないよう配慮する 
・ 表1 と比べて騒音のレベルを確認する. 
・ タブレット
(班に1 台) 
・ 騒音計アブリ 
(Decibel fo fl、 
プロl證音計) 
・ W S I 
タブレット端末の騒音計アプリ を用いた中学校家庭科 「快適な住まい方」 授業の提案 75 
展 
開 
2 
0 
分 
0 騒音の性質を知る. 
0 指定された条件でタブレット端末 
のアプリで計測する. 
(D進音実験 
< 教室のl疆音> 
ドアを開けた時・ ドアを閉めた時 
②吸音実験 
く落下音> 
板床材・ コルクマッ ト
③マナー ・ 工チケッ ト実験 
く椅子の引き方> 
引きずる ・ 持ち上、-fる 
0 それそ' れの結果をまとめ, 防音の 
考え方を知る. 
0 その他の工夫を考える. 
・理科の学習を思い出させ, 音は, 空気や個体を振動 
させて伝わる性質を持っていることを伝える. 
空気音 : 雷鳴, 話声 , 交通音 
固体音 : 足音, 排水音, 振動音 
・ 近隣のクラスの授業のll方l;f'にならないよう配慮する 
・ それそ'れの実験から, 通音, 吸音・ マナー・ 工チケ
ッ トといった考え方があることを伝える. 
・ その他の具体例を考えさせる 
・ 生徒から例が出なければいく つか教える. 
・W S 2 
・ 音源 
・10円 
・ コルクマッ ト
展 
開 
3 
0 
分 
0 「生活l證音」 について考える. 
・ どんなものがあるか知る 
・ どんな時に気になるか思い出す 
0 「生活l證音」 による トラブル事例 
を知る. 
0 自分が出している 「生活騒音」 を 
考え、 今後配慮する方法を考える。 
・表から, 便所・ 浴室の給l非水音, 掃除の音など生活 
する上で音はでてしまうことに気付かせる 
・ 時問帯、 集中したい時、 知らない人の出す音など自 
分の経験を思い出させる. 
・W S 3表 
新聞記事 
・ W S 3 
・1974 年8 月 28 日 神奈川県平塚市でピアノ音に 
幅を立てた加害者が母子3 人を殺害。 
・2005 年 7月 28 日、 島根県浜田市で飼い大の鳴き 
声がうるさいと應を立てた加害者が飼い主を刺殺。 
・2016 年5月 19 日 東京都江戸川区 上階がうる 
さいと男性を読で撃った後, 自殺. 
・音に対する感じ方には個人差があること、 対策や配 
慮 , コ ミ ュニケーショ ンも大切なことを知らせる 
・ めあてに 「誰もが」 を赤字でつけたす. 
・ 実験の内容を参考に考えるよ う促す 
・ ワークシートに記入し、 発表させる 
ま 
と 
め 
分 、一 
0 本時の感想をワークシートに記入 
する 
・授業を振り返り、 し っかり書くよう指示する 
・ 学習した内容を里板にまとめ, これからの生活の中 
で、 お互いに気持ちよ く暮らすために, 恩い りの気 
持ちで行動することが大切であるとまとめる 
・W S 4 
板書計画
t ,・'快適に住まうために
~ !購音とE方音の工夫を考えよう
実験結果と考察
i音源 10円 橋手 
O dB O dB OdB 
l言果 運音 吸音 エ1-0'シ
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誰もが快適に住まうために ~ 騒音と防音の工夫~ ワークシート
1 . 教室内のいろいろな音JP声をアプリで計測してみよう
音の発生源 最大値 
0生徒全員による普通の会話 d B 
②生徒全員による小声での会話 d B 
③生徒全員による大声での会話 d B 
M A X (最大値) の数値をみます
M A Xを長押しするとリセ ノ゛トします
2 . 體音を小さくする方法を考えよう
図 2 騒音計アプリ 
・: 
l るささのa● 
120 ジエツl・'最の _, -・ _ . dB エ ンジン書 ・ ・ . ' , ヵ限界 
a めて うるさい 
う る さ い 
書通 
◆l lか 
110 自動◆の - 
-
dB ク ラ ク ン ●:ン ー a 100 '●●が通るとき 
dB のガード下 
大
一 - し、一 
dB エ の中 -80 一地dB 
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図 1 騒音のレベルの例
(開隆堂 『技術・ 家庭 家庭分野』) 
體音の 
発生源 
A 生徒の声 
(214 室の音を廊下で聞く) 
B 10円玉を落とす音 
(210室) 
c 椅子 
(215 室) 
条件 1. ドア開ける 2. ドア閉める 1.机 2_ tlL 上にコルクマット 1. 引きずる 2.持ち上、-fる 
最大値 d B d B d B d B d B d B 
結果 
と 
考察 
その他 
具体的 
な方法 
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3 . 「生活騒音」 について考えよう
表 自宅内の気になる體音(日本建築学会編 『コンパクト建築設計資料集成 「住居」』) 
で る 71 
自毛内で気になる 他の家に対して気になる 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
(票) (%) 
便所の給排水 100 14.1 
換気 65 9.1 
とびはねる音 44 6.2 
玄関 の開閉 43 6.0 
fl室の:給排水 41 5.7 
走り回る音 32 4.5 
掃除機 28 3.9 
子どもの声 27 3.8 
台所の給排水 27 3.8 
便所の行為音 26 3.7 
(票) (%) 
とびはねる音 178 25.0 
走り回る音 155 21.8 
便所の給t非水 125 17.5 
室内の足音 82 11 .6 
家具・ いすの音 75 10.6 
玄関 の開開 68 9.6 
ピアノ 64 9.0 
i;とんをたたく音 60 8.5 
テレビ・ ラジオ 59 8.3 
ステレオ 57 8.0 
自分が出している 「生活騒音」 場面 (場所・ B等問) できること 
4 . 今日の授業の感想,を記入しよう
